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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 231,058 23.4 27,171 31.1 26,886 32.1 20,104 55.9

29年3月期第3四半期 187,230 5.4 20,732 3.3 20,354 3.6 12,894 △0.7

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　24,314百万円 （122.9％） 29年3月期第3四半期　　10,906百万円 （△0.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 71.62 70.44

29年3月期第3四半期 46.96 46.40

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 233,581 184,780 78.5

29年3月期 212,041 155,658 72.9

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 183,253百万円 29年3月期 154,530百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 7.61 ― 9.10 16.71

30年3月期 ― 11.52 ―

30年3月期（予想） 10.47 21.99

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 314,000 21.2 36,350 34.0 35,750 35.1 24,900 35.4 89.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 283,267,397 株 29年3月期 275,689,140 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 129,536 株 29年3月期 129,178 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 280,694,594 株 29年3月期3Q 274,574,110 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済および日本経済は、全体として緩やかな景気回復の動きが続きまし

た。アメリカでは雇用者数、設備投資などが緩やかに増加するなど景気の回復傾向が継続しました。中国では総じ

て底堅い景気の動きが続き、その他のアジア各国および欧州においても緩やかな景気回復が継続しました。また、

日本でも個人消費や設備投資は引き続き堅調に推移し、企業収益や雇用情勢が改善しました。

このような環境において当社グループは、メーカー事業と流通事業を併せ持つユニークな業態を活かしながら、

これを支える事業基盤をグローバルで進化させ、顧客の非効率を解消することで世界の製造業に貢献し、同時に事

業拡大を加速させています。ＩＴを核とした新たなものつくりに応えるため、引き続きウェブ戦略を推進し競争力

を強化しました。また、海外においては、最適調達を目的とした現地生産・現地調達を推進し、あわせて物流拠点

を拡張するなど、グローバル確実短納期体制の強化に努めました。

こうした体制強化等により、ＦＡ事業および金型部品事業では自動車業界やエレクトロニクス業界などの旺盛な

需要を取り込み、ＶＯＮＡ事業では品揃えの強化などによって国内において大きく伸長したことに加え、国際展開

の推進により海外売上高も伸長し、連結売上高の拡大に寄与しました。

こうした結果、連結売上高は2,310億５千８百万円（前年同期比23.4％増）となりました。利益面につきまして

は、営業利益は271億７千１百万円（前年同期比31.1％増）、経常利益は268億８千６百万円（前年同期比32.1％

増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は201億４百万円（前年同期比55.9％増）となりました。

なお、連結業績予想につきましては、平成29年10月30日公表の前回予想時点からの変更はありません。今後も積極

的な事業拡大と事業基盤の拡充を継続し、売上高、利益とも前期に引き続き過去最高を更新する見通しです。

　

・報告セグメントの業績

①ＦＡ事業

ＦＡ事業は、ＦＡ部品の確実短納期ニーズがグローバルに拡大する中、ミスミモデルを着実に浸透させ、自動車

やエレクトロニクス関連業界などの旺盛な自動化需要を積極的に取り込んだことなどにより、日本、中国、アジア

の販売拡大が寄与し、売上高は777億８千９百万円（前年同期比26.8％増）、営業利益は153億６千４百万円（前年

同期比42.4％増）となりました。

②金型部品事業

金型部品事業は、主要顧客である自動車関連業界への拡販活動などにより、中国、アジアの販売拡大が寄与し、

売上高は577億５千８百万円（前年同期比13.8％増）、営業利益は42億３千８百万円（前年同期比80.4％増）とな

りました。

③ＶＯＮＡ事業

ＶＯＮＡ事業は、ミスミブランド以外の他社製品も含めた生産設備関連部品、製造副資材、ＭＲＯ（消耗品）等

を販売するミスミグループの流通事業です。事業成長を支える品揃え拡大は今期も継続し、当第３四半期時点でグ

ローバルでの取扱品目数は2,350万点に達しました。こうした取り組みや積極的な販売拡大施策の展開により、売

上高は955億９百万円（前年同期比27.1％増）、営業利益については、事業拡大に向けた費用増により、80億８千

２百万円（前年同期比0.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ215億３千９百万円増加し、2,335億８千１百

万円となりました。この主な要因は受取手形及び売掛金が70億３千１百万円増加したこと、商品及び製品が60億７

千６百万円増加したことなどにより流動資産が180億１千５百万円増加したこと、有形固定資産が５億９千３百万

円増加したこと、無形固定資産が20億２千２百万円増加したこと、及び投資有価証券等の投資その他の資産が９億

８百万円増加したことであります。

総負債は前連結会計年度末に比べ75億８千２百万円減少し、488億円となりました。この主な要因は賞与引当金

が14億４千３百万円増加した一方で、未払法人税等が４億６百万円減少したこと、支払手形及び買掛金が１億３千

４百万円減少したこと、未払金が８億７千７百万円減少したことなどにより流動負債が33億２千２百万円増加し、

新株予約権付社債の転換などにより固定負債が109億４百万円減少したことであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ291億２千１百万円増加し、1,847億８千万円となりました。この主な要因は、
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新株予約権付社債の転換等により、資本金が51億３千１百万円増加したこと、資本剰余金が51億３千１百万円増加

したこと、利益剰余金が143億３千５百万円増加したことなどにより株主資本が245億９千７百万円増加したこと、

為替換算調整勘定等のその他の包括利益累計額が41億２千５百万円増加したことであります。この結果、自己資本

比率は前連結会計年度末の72.9％から78.5％となりました。

　

②キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ93億２千７百万円増加し、

571億６千８百万円となりました。

また、当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

営業活動によるキャッシュ・フローは、172億４千２百万円の純収入となりました（前年同期は132億２千６百万

円の純収入）。この主な内訳は、税金等調整前四半期純利益が268億８千６百万円、減価償却費が53億円、のれん

償却額が10億９百万円、売上債権の増加額が59億２千８百万円、たな卸資産の増加額が52億９千３百万円、仕入債

務の減少額が１億８千３百万円、未払金の減少額が５億９千６百万円、法人税等の支払額が79億８千万円でありま

す。

投資活動によるキャッシュ・フローは、32億５千３百万円の純支出となりました（前年同期は49億１千２百万円

の純支出）。この主な内訳は、固定資産の取得による支出が89億２百万円、定期預金の預入による支出が176億４

千万円、定期預金の払戻による収入が243億９千７百万円であります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、57億４千９百万円の純支出となりました（前年同期は41億６千３百万円

の純支出）。この主な内訳は、配当金の支払額が57億６千８百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、平成29年10月30日に公表いたしました連結業績予想から修正はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 63,179 66,166

受取手形及び売掛金 57,847 64,879

商品及び製品 25,448 31,525

仕掛品 2,215 1,200

原材料及び貯蔵品 5,646 6,731

その他 6,245 8,105

貸倒引当金 △301 △311

流動資産合計 160,281 178,297

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,711 9,626

機械装置及び運搬具（純額） 11,454 11,583

土地 3,712 3,738

その他（純額） 2,996 3,519

有形固定資産合計 27,874 28,467

無形固定資産

ソフトウエア 9,568 12,781

のれん 1,011 －

その他 8,432 8,253

無形固定資産合計 19,012 21,034

投資その他の資産

投資有価証券 6 6

その他 5,062 5,973

貸倒引当金 △195 △198

投資その他の資産合計 4,873 5,781

固定資産合計 51,759 55,283

資産合計 212,041 233,581
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,974 16,839

未払金 9,033 8,155

1年内償還予定の新株予約権付社債 － 113

未払法人税等 3,332 2,926

賞与引当金 2,286 3,730

役員賞与引当金 242 233

その他 5,378 8,570

流動負債合計 37,246 40,569

固定負債

新株予約権付社債 10,388 －

退職給付に係る負債 4,509 4,832

その他 4,237 3,399

固定負債合計 19,135 8,231

負債合計 56,382 48,800

純資産の部

株主資本

資本金 7,593 12,725

資本剰余金 17,982 23,113

利益剰余金 128,226 142,561

自己株式 △76 △77

株主資本合計 153,724 178,322

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 863 4,979

退職給付に係る調整累計額 △57 △47

その他の包括利益累計額合計 805 4,931

新株予約権 675 993

非支配株主持分 453 533

純資産合計 155,658 184,780

負債純資産合計 212,041 233,581
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 187,230 231,058

売上原価 109,795 132,191

売上総利益 77,435 98,867

販売費及び一般管理費 56,702 71,695

営業利益 20,732 27,171

営業外収益

受取利息 141 154

補助金収入 49 38

雑収入 192 230

営業外収益合計 384 423

営業外費用

売上割引 52 62

為替差損 559 556

教育機関設立寄付金 100 －

雑損失 50 89

営業外費用合計 762 708

経常利益 20,354 26,886

特別損失

事業再編損失 383 －

特別損失合計 383 －

税金等調整前四半期純利益 19,970 26,886

法人税等 7,107 6,721

四半期純利益 12,862 20,164

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△31 59

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,894 20,104
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 12,862 20,164

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 －

為替換算調整勘定 △1,949 4,134

退職給付に係る調整額 10 9

持分法適用会社に対する持分相当額 △19 5

その他の包括利益合計 △1,956 4,150

四半期包括利益 10,906 24,314

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,976 24,229

非支配株主に係る四半期包括利益 △70 84
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 19,970 26,886

減価償却費 4,322 5,300

のれん償却額 1,272 1,009

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 376 329

賞与引当金の増減額（△は減少） △988 1,398

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △122 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） 73 △2

受取利息及び受取配当金 △141 △167

支払利息 3 1

株式報酬費用 284 391

為替差損益（△は益） 795 △363

持分法による投資損益（△は益） △42 △42

事業再編損失 383 －

売上債権の増減額（△は増加） △3,938 △5,928

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,623 △5,293

未収消費税等の増減額（△は増加） 559 582

仕入債務の増減額（△は減少） 72 △183

未払金の増減額（△は減少） △157 △596

その他の資産の増減額（△は増加） △93 △958

その他の負債の増減額（△は減少） 977 2,574

小計 20,982 24,927

利息及び配当金の受取額 193 201

利息の支払額 △3 △1

法人税等の還付額 716 96

法人税等の支払額 △8,662 △7,980

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,226 17,242

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △5,280 △8,902

固定資産の売却による収入 4 3

定期預金の預入による支出 △20,017 △17,640

定期預金の払戻による収入 17,672 24,397

敷金及び保証金の差入による支出 △441 △449

敷金及び保証金の回収による収入 286 224

その他 2,863 △886

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,912 △3,253

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 136 20

配当金の支払額 △4,299 △5,768

その他 △0 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,163 △5,749

現金及び現金同等物に係る換算差額 182 1,087

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,333 9,327

現金及び現金同等物の期首残高 39,204 47,840

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△781 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 42,756 57,168
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

重要な非資金取引の内容

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

新株予約権付社債の転換による
資本金増加額

―百万円 5,084百万円

新株予約権付社債の転換による
資本剰余金増加額

―百万円 5,084百万円

新株予約権付社債の転換による
新株予約権付社債減少額

―百万円 10,169百万円

（セグメント情報等）

　(セグメント情報）

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額ＦＡ事業 金型部品事業 ＶＯＮＡ事業 計

売上高

外部顧客への高上高 61,352 50,752 75,125 187,230 ― 187,230

セグメント間の内部売上高 ― ― ― ― ― ―

計 61,352 50,752 75,125 187,230 ― 187,230

セグメント利益 10,788 2,349 8,152 21,290 △558 20,732

のれん等償却前セグメント利益※ 10,788 4,052 8,152 22,993 △558 22,435
　

※(参考情報)

Dayton Lamina Corporation買収にかかるのれん・その他無形固定資産の償却前営業利益

　

２．報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

売上高 金額

報告セグメント計 187,230

調整額 ―

四半期連結損益計算書の売上高 187,230

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 21,290

調整額 △558

四半期連結損益計算書の営業利益 20,732
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当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額ＦＡ事業 金型部品事業 ＶＯＮＡ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 77,789 57,758 95,509 231,058 ― 231,058

セグメント間の内部売上高 ― ― ― ― ― ―

計 77,789 57,758 95,509 231,058 ― 231,058

セグメント利益 15,364 4,238 8,082 27,685 △513 27,171

のれん等償却前セグメント利益※ 15,364 5,714 8,082 29,160 △513 28,647

※(参考情報)

Dayton Lamina Corporation買収にかかるのれん・その他無形固定資産の償却前営業利益

２．報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

売上高 金額

報告セグメント計 231,058

調整額 ―

四半期連結損益計算書の売上高 231,058

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 27,685

調整額 △513

四半期連結損益計算書の営業利益 27,171
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（補足情報）

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．地域に関する情報

(1)売上高

　 （単位：百万円）

日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

102,492 31,255 22,672 18,474 9,233 3,101 187,230

　 (注)売上高は当社グループの本邦と本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(2)有形固定資産

（単位：百万円）

日本 中国 ベトナム アメリカ その他 計

10,126 7,357 5,967 3,191 1,370 28,013

２．のれんに関する報告セグメント別情報

（単位：百万円）

金型部品事業

当第３四半期

連結累計期間償却額
1,272

当第３四半期末残高 1,498

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．地域に関する情報

(1)売上高

　 （単位：百万円）

日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

121,870 43,070 31,153 19,878 11,305 3,781 231,058

　 (注)売上高は当社グループの本邦と本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(2)有形固定資産

（単位：百万円）

日本 中国 ベトナム アメリカ その他 計

10,656 7,289 6,147 2,703 1,670 28,467

２．のれんに関する報告セグメント別情報

（単位：百万円）

金型部品事業

当第３四半期

連結累計期間償却額
1,009

当第３四半期末残高 ―
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